
 
令和７年度 事業報告 

 

令和 7 年中の安全運転管理者選任事業所の従業員が関係する交通事故死者数 18 人

以下を目指すという強い意志のもの、本年の当協会のスローガンを 

『ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～』 

と掲げ、その具体的な推進目標を 

○ 「交通安全運動の重点」の推進 

～歩行者保護意識の醸成と歩行者のマナーアップ、高齢者の安全確保、 

飲酒運転の根絶、スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底、乗車用

ヘルメットの着用などの自転車等の安全利用、安全意識の向上～ 

○ 管理者の目配り気配り思いやりで安全管理 

～誇りと信頼から生まれる安全 目指すは交通事故ゼロ～ 

○ 模範運転！いつでもどこでも忘れずに！ 

～心のゆとりと思いやりの気持ちで交通事故防止～ 

と定め、北海道、北海道警察及び関係機関・団体並びに北海道安全運転管理者事業主

会と連携し、「交通安全運動の重点」を軸に各種交通安全活動を推進しました。 

その結果、令和 7 年中における道内の交通事故は、 

○ 発生件数  8,475 件（前年対比 －268 件） 

○ 死 者 数   129 人（前年対比 ＋ 25 人） 

○ 傷 者 数  9,827 人（前年対比 －470 人） 

で、道内における交通事故の発生件数・傷者数は、令和 6 年から 2 年連続で減少しま

したが、死者数は一昨年に比べ 25 人多い 129 人で、令和 5 年以来 2 年ぶりの増加と

なり、昭和 22 年以降最小であった令和 6 年の 104 人を更新することは叶いませんで

した。 

一方、安全運転管理者選任事業所の従業員が関係する交通事故の死者数は、直近 10

年間で２番目に少ない 19 人に抑えることはできましたが、最少記録を更新した一昨

年に比べ１人増加という残念な結果となりました。 

安管事業所に係わる死亡事故の概要を考察いたしますと、業務中の事故による死者

数が増えたほか、対歩行者事故の割合が大きくなっております。 

なお、全道の交通事故による死者数に占める比率は 14.7 パーセント（前年対比－

2.6 ポイント）までに改善しております。 

令和 7 年中の事故の内容は、 

○ 業務中 12 人（前年対比＋６人、うち出退勤 ８人（前年対比＋４人）） 

○ 業務外 ７  人（前年対比－５人） 

でありました。 
 
【安全運転管理者選任事業所に係わる交通事故死者数（過去 10 年間）】 

区 分 平 28 平 29 平 30 令１ 令２ 令３ 令４ 令５ 令６ 令７ 

死者数 19 25 24 20 21 19 27 32 18 19 

増 減 ±０ ＋６ －１ －４ ＋１ －２ ＋８ ＋５ －13 ＋１ 

 



１ 安全運転管理業務の推進 

⑴ 各種会議の開催状況 

ア 理事会・会員総会 

・日 時 令和 7 年 5 月 27 日（火）午後 4 時 00 分から 

・場 所 札幌ガーデンパレスホテル 2 階「白鳥」 

・議 案 ○ 令和 6 年度事業報告 

○ 令和 6 年度収支決算（案） 

○ 令和 6 年度監査結果報告 

○ 令和 7 年度事業計画書（報告） 

○ 令和 7 年度収支予算書（報告） 

○ 役員の改選（案） 

○ その他 

 

イ その他の会議等 

月 日 会  場 会 議 名 主 な 議 題 

1 月 20 日 札幌ガーデンパレスホテル 正副会長会議 理事会議案の検討 

2 月 19 日 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

正副会長会議 理事会議案の検討 

専 門 委 員 会 各部会による事業計画の審議 

理 事 会 事業計画、収支予算の審議 

 

⑵ 組織の拡充・強化 

ア 協会への加入促進 

(ｱ) 会員加入状況資料の配布 

令和 7 年 4 月 1 日現在の会員の加入状況について資料を作成・配布しまし

た。 

地区毎の事業所数に対する加入率や前年度の会員数との増減の状況を資

料化したもので、各地区において警察署と連携した未加入・未選任事業所の

訪問活動等に際し、協会への加入促進に活用するため各地区に配布しました。 

 

(ｲ) 地区表彰の実施 

会員の加入促進に向けた更なる活性化と地区協会の組織強化を図るため、

平成 25 年度から実施している組織の拡充強化の取組への功績による地区表

彰として、会員数を前年度より伸ばした上位 7 地区（栗山、静内、富良野、

釧路、帯広、美幌、紋別）に対し、令和 7 年 12 月 1 日付けで道会長表彰を実

施しました。 

 

(ｳ) 安全運転管理者等講習会を活用した加入促進 

法定講習会開催時における地区協会会長等の開講挨拶の中で、安全運転管

理の重要性及び安全運転管理上の情報交換の必要性等を説明し、協会活動の

周知と協会への加入促進を図りました。 

 



(ｴ) １役員１会員加入促進運動の推進 

組織強化に向けた取組として、役員がそれぞれの業種や取引関係等を通じ

て会員の勧誘・加入活動に真摯かつ積極的に取り組むなど、会員の加入促進

を図りました。 

 

イ 方面別会員数 

年度・方面 札幌 函館 旭川 釧路 北見 合計 

令和 7 年度 4,398 846 1,751 2,365 1,079 10,439 

 事業所総数 11,207 1,703 2,973 3,026 1,442 20,351 

 加入率(％) 39.2 49.7 58.9 78.2 74.8 51.3 

令和 6 年度 4,442 853 1,767 2,355 1,078 10,495 

増   減 -44 -7 -16 +10 +1 -56 

注 令和 7 年度の会員数は、令和 7 年 4 月 1 日現在である。 

 

２ 安全運転管理に係る事業推進状況 

⑴  機関誌等による交通安全情報等の提供 

「安全運転管理」（115 号（11,000 部）・116 号（11,050 部））を作成・配布した

ほか、「安管ニュース」を毎月発行し、全国・全道の交通死亡事故等の発生状況、

安管選任事業所の従業員に係わる交通死亡事故の発生状況や時期に合わせた交通

事故防止対策に関する特集等の情報提供のほか、写真を交えて地区協会の活動事

例を紹介しました。 

また、ホームページの「会員専用コーナー」では、安管選任事業所に係わる交

通死亡事故の概要や重要特異な事故の発生形態と事故防止対策をいち早く掲載す

るなど、会員事業所における交通安全教育・活動の支援に努めました。 

更に、交通死亡事故が多発した際は、道・警察等の関係機関と連携し、速やか

に交通事故防止の徹底に向けてホームページ等を通じて注意喚起を行いました。 

 

⑵ 啓発資料等の作成・配布 

安全運転管理業務の推進と交通安全意識の高揚を図るため、次の資料を作成・

配布しました。 

○ 令和 8 年 推進目標                 11,000 部 

○ ポスター 

  ・令和 7 年度広報用ポスター              15,000 部 

・全席シートベルト着用ポスター・チラシ（A2・A4）  111,740 部 

○ 小冊子等 

・安全はすべてに優先する                   9,215 部 

・事故から学ぶ安全運転                     1,785 部 

   ・自転車反則金チラシ                   11,300 枚 

  〇 その他 

   ・ オリジナルヘッドレスト表示            12,000 枚 

   ・ 道安管案内チラシ                 24,000 枚 



⑶ 安全運転管理の講習会、研修会の開催 

各方面並びに各地区で開催した各種講習・研修会や関係機関・団体が主催する

安全運転管理上参考となる講習会等についても、積極的に広報、紹介を行うなど

役員をはじめ会員に対する資質の向上を図りました。 

 

⑷ 安全運転セミナーの開催 

道安管主催の安全運転セミナーは、令和 7 年 11 月 6 日に函館市内において各

方面協会との共催で、安全運転管理者や副安全運転管理者などの参加を得て実施

いたしました。 

 

３ 関係機関・団体と連携した交通安全活動の実施 

⑴ 交通安全運動への積極的な参加 

通 

年 

運 

動 

○ 歩行者保護意識の醸成と歩行者のマナーアップ 

〇 高齢者の安全確保     ○ 飲酒運転の根絶 

○ スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底 

○ 乗車用ヘルメットの着用などの自転車等の安全利用 

○ 安全意識の向上 

上記交通安全運動の重点の通年運動については、北海道、北海道警察

及び関係機関・団体と連携し、街頭啓発、広報活動等を通じた交通安全

活動を推進しました。 

期
別
運
動 

運   動   名 期         日 

○ 春の全国交通安全運動 

○ 夏の交通安全運動 

○ 秋の全国交通安全運動 

○ 冬の交通安全運動 

4 月   6 日(日) 

7 月 13 日(日) 

 9 月 21 日(日) 

11 月 13 日(木) 

～ 

～ 

～ 

～ 

 4 月 15 日(火) 

 7 月 22 日(火) 

 9 月 30 日(火) 

11 月 22 日(土) 

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動 

○ 飲酒運転根絶の日 

関係機関・団体等とともに 7 月 11 日に決起大会、7 月 13 日には街

頭啓発活動に参加し、飲酒運転根絶意識の高揚を図りました。 

○ 交通事故死ゼロを目指す日 

4 月 10 日（木）、9 月 30 日（火）の 2 回、関係機関・団体等ととも

に広報啓発活動に参加し、交通安全意識の高揚を図りました。 

○ 道民交通安全の日 

毎月 15 日の「道民交通安全の日」については、関係機関・団体とと

もに、街頭での広報啓発活動を実施しました。 

○ 自転車安全日 

毎月第１・第 3 金曜日の自転車安全日は、自転車利用者に対して、

関係機関・団体とともに、広報啓発活動を実施しました。 

○ その他の交通安全の日 

無事故の日（6/25）、バイクの日（8/19）は、地域等と連携した広報

活動等を実施しました。 



そ
の
他 

○ 全道における交通死亡事故が連続して発生したため、2 月、9 月及

び 12 月に北海道知事から関係機関・団体に対して「交通死亡事故多

発警報」が発せられたことから、当協会ホームページにその関係資料

を掲載し、周知を図りました。 

 

⑵ 関係機関・団体と連携した交通安全活動等の実施 

北海道、北海道警察及び関係機関・団体等が主催した各種交通安全活動に積極

的に参加したほか、これらの機関・団体等との連携により、各種施策の実施や広

報啓発活動を展開するなど効率的に実施しました。 

 

⑶ 関係機関・団体との連携と各種交通安全対策会議等への参加 

ア 事業主会との連携強化 

交通安全啓発活動等においては、特に事業主会との連携を密にして、相乗効

果が得られるよう配意した活動を実施しました。 

イ 関係機関・団体の共催する会議等への参加 

関係機関・団体が共催する交通安全運動推進会議や交通安全対策会議（七者

連絡会議）等に積極的に参加し、相互の情報交換を図るとともに、街頭啓発等

を通じた連携の強化と各種施策や広報活動等を効果的に実施しました。 

 

⑷ 「チャレンジ・セーフティラリー北海道 2025」への参加 

チャレンジ・セーフティラリー北海道 2025 は、7 月 1 日から 10 月 31 日までの

４か月 123 日間実施されました。参加者は、13 万 4,933 人で、無事故・無違反の

達成率は、97.6 パーセントでした。 

当協会にあってもホームページ及び安管ニュース等により各方面・地区・会員

に対するラリー参加を奨励しました。 

各地区の事業所からも多くの従業員が参加し、無事故・無違反を目指すなど、

交通安全意識の高揚を図りました。 

 

⑸ 全席シートベルト着用活動の推進 

シートベルト非着用による死者等の減少を目指し、北海道、北海道警察並びに

関係団体と連携し全席シートベルト着用活動を推進しました。 

特に、令和３年度からは、会員事業所を対象とした「セーフティチェック！全

席シートベルト着用運動」事業を実施しています。 

この運動は、 

○ シートベルト着用の効果及び必要性の周知 

○ シートベルトの正しい着用の徹底 

○ セーフティチェックの徹底（発進前にドライバーが全員の着用状況を確認） 

を取組重点とし、参加会員事業所には、全席シートベルト着用推進事業所である

ことを表示する事業所名入プレートを交付し、令和 8 年 3 月末現在で 8,065 事業

所が参加しています。 

 



４ 表彰の実施状況 

令和 7 年度に実施した会員等に対する表彰は、次のとおりです。 

⑴ 警察庁長官・全日本交通安全協会長表彰 

○ 交通栄誉章「緑十字金章」         2 人  （令 8.1.14 付） 

○ 交通栄誉章「緑十字銀章」         8 人  （令 8.1.14 付） 

 

⑵ 全日本交通安全協会長表彰 

○ 交通栄誉章「緑十字銅章」         29 人  （令 7.9.21 付） 

○ 交通安全優良事業所            5 事業所（令 8.1.14 付） 

○ 優良安全運転管理者協会          1 協会 （令 8.1.14 付） 

 

⑶ 三者連名表彰 

（北海道警察本部長・北海道交通安全協会長・北海道安全運転管理者協会長） 

○ 優良安全運転管理事業所          17 事業所（令 7.12.1 付） 

 

⑷ 二者連名表彰（北海道警察本部長・北海道安全運転管理者協会長） 

○ 交通安全功労者               7 人  （令 7.12.1 付） 

○ 優良安全運転管理者            12 人  （令 7.12.1 付） 

 

⑸ 北海道安全運転管理者協会長表彰 

○ 優良安全運転管理事業所          81 事業所（令 7.12.1 付） 

○ 優良安全運転管理者等           47 人  （令 7.12.1 付） 

○ 交通安全功労者              11 人  （令 7.12.1 付） 

○ 優良運転者（30 年）            33 人  （令 7.12.1 付） 

○ 優良運転者（20 年）            63 人  （令 7.12.1 付） 

○ 優良安全運転管理者協会          10 協会 （令 7.12.1 付） 

○ 優良役職員                0 人 

 

５ 広報活動の推進状況（安全運転管理者協会活動の積極的な広報） 

インターネット・ホームページについては、北海道安全運転管理者事業主会と連

携して、情報公開（定款、役員、事業計画、決算状況、収支予算状況等）をはじめ、

会員専用ページに安全運転管理者選任事業所に係る交通死亡事故の発生情報、安管

ニュース掲載など、最新情報の提供とともに、会議日程、安全運転管理者等講習日

程、交通事故発生状況、安全運転管理帳票の様式、交通安全教育用ＤＶＤの貸出等

や協会の存在、活動について広く理解を得るための積極的な情報発信に努めました。 

 

６ その他（魅力ある自動車任意保険の紹介） 

会員事業所の交通事故防止に結びつく様々な活動の支援と、会員各位に魅力ある

安管協会構築の一環として、会員事業所並びに従業員とその家族等が所有する車両

に、団体割引等を適用した魅力ある掛金で加入できる、自動車共済（集団団体）の

紹介・普及に努めました。 

  



令和７年度 受託事業報告 

 

令和 7 年度における安全運転管理者等の法定講習業務については、下記のとおり実

施しました。 

 

１ 受託事業の締結 

契約締結日  札幌：令和 7 年 4 月 11 日  函館：令和 7 年 4 月 8  日 

旭川：令和 7 年 4 月 9 日  釧路：令和 7 年 4 月 10 日 

北見：令和 7 年 4 月 9 日 

受 託 期 間  契約締結日から令和 8 年 3 月 31 日 

 

２ 講習指導員の資質の向上 

講習指導員の知識・技能の向上を図るため、講習開始前の 4 月 18 日（金）に、全

道の講習指導員を対象として、札幌市で研修会を開催し、会長及び専務理事から「講

習のあり方」に関する教養・指導と講習技術の相互研鑽に努めました。 

 

３ 視聴覚教材の充実 

ＤＶＤ、パワーポイント等の視聴覚教材の充実強化に努めたほか、講習に際して

は、同教材に安管選任事業所の事故分析等を取り入れるなど効果的な活用と、受講

者に理解されるような講習に努めました。 

 

４ 方面別講習会の実施状況 

令和 7 年度における安全運転管理者等の法定講習については、下記のとおり実施

中です。 

【方面別講習実施状況】 

方面別 
契    約 実  施  状  況（確定値） 

受講予定者数 回数 回数 受講者数 未受講者数 受講率(％) 

札 幌 14,805 81 81 13,352 1,453 90.2 

函 館 2,049 17 17 2,010 39 98.1 

旭 川 3,965 32 32 3,595 370 90.7 

釧 路 3,962 32 32 3,817 145 96.3 

北 見 1,856 16 16 1,752 104 94.4 

合 計 26,637 178 

 

178 

 

24,526 2,111 92.1 

注 未受講者数及び受講率は、契約書に記載された受講予定者数に対する人数及び比率である。 


